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１．事業概要等

円 円

事業始期年月

２．本事業における重要業績評価指標（KPI）

Ｒ２実績値 Ｒ３実績値

539 743

設定した目標

値の根拠

令和３年度　地方創生推進交付金事業　効果検証シート

事業名 新たな人の流れ創出プロジェクト

担当部局課名 企画部地域政策課

令和3年4月1日 事業終期年月 令和4年3月31日

霧島市ふるさと創生総合戦略との関係性
基本目標 Ⅰ　訪れたいまち

関連施策 Ⅰ-①I・J・U“移住天国霧島”魅力倍増計画

事業を企画

した目的及び

事業の概要

　本事業は、地方移住に関心のある都市住民等に対して、移住・ＰＲ体験や移住定住促進イベント等を通じて鹿

児島の多様な魅力を県と連携して情報発信し、移住者・定住者の拡大を図るための新たな支援や相談体制の充

実に努め、また移住・定住に至らないものの、特定の地域に継続的に多様な形で関わる「関係人口」の創出・拡大

に向けた取組を推進することを目的としています。

　令和３年度については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、実施予定だった体験研修のイベントを中止

したこと等に伴い事業内容の変更がありましたが、コロナ禍に対応した形で、体験研修をオンライン移住ツアーに変更

するなど各種事業を継続実施することで、効果的なPR活動に取り組んできました。

交付額 792,000 交付対象事業費 1,584,000

【KPI③】移住プロモーション活動による相談件数

・移住プロモーション活動による相談件数の増加は、移住PR事業の継続的な取組の進捗状況を表し、事業成果を

図ることができる指標である。

※【KPI①】市町村の相談窓口を通じた県外からの移住者数、【KPI②】県内に安定した地域おこし協力隊員数

は、県の設定のため省略

指標 達成状況

KPI③
移住プロモーション活動によ

る相談件数
達成 550

目標値

KPI②
県内に安定した地域おこし協

力隊員数

KPI①
市町村の相談窓口を通じた

県外からの移住者数

KPI④

鹿児島県のＫＰＩ



３．本事業の地方創生への効果

【凡例：選択肢】

①
②
③
④

４．実績値を踏まえた今後の事業展開の方針

【凡例：選択肢】

①
②
③
④
⑤

事業効果

地方創生に非常に効果的であった

地方創生に非常に効果的であった 例：全てのKPIが目標値を達成するなど、大いに成果が得られたとみなせる場合

地方創生に相当程度効果があった 例：一部のKPIが目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合

地方創生に効果があった 例：KPI達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合

地方創生に対して効果がなかった 例：KPIの実績値が開始前よりも悪化した、もしくは取組としても前進・改善したとは言い難いような場合

今後の事業展開の方針 対象事業が総合戦略の推進に及ぼした影響及び今後の事業展開方針の理由

事業の終了（当初予定通り事業を終了する（または、した））

事業の継続

　令和3年度については、地域の魅力を実際の移住者がリポーターとなり参加者へ発信するオ

ンライン移住ツアーの実施や、本市へ実際に移住し起業・就農した方の生活ぶりを紹介する

移住ガイドブックの作製により、本市の優れた生活環境を広くPRすることができました。これらの

取組により、移住定住の促進や「関係人口」の創出・拡大に向けた取組を推進することに繋

がっています。

　今後については、これまでの効果を検証し、民間企業、国・県等の関係機関と連携を図りな

がら、本市の強みを生かした移住体験ツアーやオンライン移住イベントを開催するなど、効果的

に事業を進めます。

事業の継続（計画通りに事業を継続する）
事業の発展（事業が効果的であったことから取組の追加等更に発展させる）
事業の改善（事業の効果が不十分であったことから見直し（改善）を行う（または、行った））
事業の中止（継続的な事業実施を予定していたが中止する（または、した））
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移住・ＰＲ体験事業 

●事業概要 

この事業は、本市のすばらしい風土を知っていただくとともに、稲刈り、なし

狩り、有機野菜収穫作業、陶芸体験などの体験をとおして、移住を促進すること

を目的とする事業である。また、移住を検討されている方々へ本市の魅力を伝

えるため、各種媒体を通じた広告等により、本市を全国に広くＰＲし、移住者向

けの情報提供を積極的に行うものである。 

 

●実績 

役務費 広告料  71 万 5 千円 

 

１.東京都 都営地下鉄浅草線及び三田線車内 広告  66万円 

  ・種類    妻面ポスター Ｂ3 

          浅草線（3編成）24枚 

         連結ステッカー タテ 35ｃｍ×ヨコ 35ｃｍ 

         三田線（3編成）15枚 

・期間    令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

 ・都営浅草・三田線を選択した理由 

①三田線は、ビジネスの中心である都心と、大規模集合住宅（マンション） 

が密集するベッドタウンのある「高島平」とを結ぶ路線であるため、移 

住など検討している人々に PR効果の高い広告プロモーションが行える。 

②浅草線は、神奈川・千葉の巨大なベッドタウンと都心とを結ぶ通勤・通 

学の動脈になっているため、三田線同様、移住などを検討している人々 

に PR効果の高い広告プロモーションが行える。また、観光名所となっ 

ている「東京スカイツリー」の押上駅へ直結していること、更には羽田 

空港と成田空港へも直結していることから需要拡大も行える。 
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※ポスター画像 

 
 

 

 

■成果  

 

 地下鉄車内ポスター掲示を見た乗客から本事業への問合わせや移住に関す 

る相談があり、「来年開催されたら参加したい」「コロナが落ち着いたら霧島 

市に行ってみたい」という声を頂いた。 
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２.（株）鹿児島建設新聞 

総合住宅情報誌（県内向け）「SU・MI・KA」への霧島市移住定住情報、 

市分譲地販売情報広告  5万 5千円 

  

  ・種類     カラー1頁 A4サイズ 発行部数１万部 

  ・時期     2021年 4月末発行 24号 

 

※広告 画像 

 

■成果  

 総合住宅情報誌に霧島市移住定住情報（補助制度）、市分譲地販売情報を 

掲載することにより、移住希望者に対し広くＰＲすることができた。 
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●実績 

委託料  66万円 

 

１.オンライン移住ツアー  22万円 

  ・期日    令和３年１１月 3日（水・祝） 

  ・概要    本市を「山エリア」と「海エリア」に分け、それぞれの魅 

         力を実際の移住者がリポーターとなり配信 

   ・参加者   31組 39名 うち 移住者 1組 2名 

 

   ・契約年月日 令和 3年 7月 1日 

   ・契約相手方 合同会社 hataori 

   ・委託の期間 令和 3年 7月 1日～令和 4年 3月 31日 

 

   ※チラシ 画像 

 

■成果  

 初開催した「霧島市オンライン移住ツアー」は日本のみならず海外からの 

参加もあり、参加者からは、「オンラインではあったが、実際に行った気分に 

なった」「このイベントをきっかけに移住を決断した」といった声もあり、大 

変好評を得る企画となった。 
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２.移住ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ作製  44万円 

本市へ実際に移住し起業・就農した方の生活ぶりを紹介する移住ガイド 

  ブックを作製し、本市の優れた生活環境を PRすることで、移住定住の促進 

を図る。 

 

・契約年月日  令和 3年 6月 23日 

・契約の相手方 斯文堂株式会社 

   ・委託の期間  令和 3年 6月 23日～令和 4年 3月 31日 

 

   ※ガイドブック表紙 画像 

 

■成果  

 平成 29 年度に作製した移住ガイドブックを、４年ぶりに一新。移住者９組 

の生活ぶりを、就業や子育て、リモートワークなどのテーマごとに紹介し、市 

の概要や支援制度のみでなく移住者の生の声として伝えることで、魅力的な 

移住者が集うまちとしてＰＲすることができた。本ガイドブックを今後も積 

極的に活用し、移住定住の促進に繋げたい。 
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移住定住促進イベント等参加事業  

●事業概要 

この事業は、東京、大阪を中心に行われる移住交流のイベントに参加し、 

来場者に霧島市の魅力を積極的にＰＲするとともに、移住希望者への相談 

対応を通じ、本市の将来的な移住定住に繋げるものである。 

 

●実績 

使用料及び賃借料  20万 9千円 

 

移住関連イベント（東京・大阪）会場使用料 

１.JOIN移住・交流＆地域おこしフェア 2021autumnブース出展料 9万 9千円 

 

期日  令和３年 10月 2日（土） 

場所  東京都新宿区 

 

※コロナ感染拡大防止のため出展取りやめ 

 

199団体出展 

 

 

２.ふるさと回帰フェア 2021ブース出展料 11万円 

         

期日  令和３年 10月 17日（日） 

        場所  国際フォーラム 

        相談者 24組 28名  

 

        220団体出展 

 

■成果  

 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、出展を取りやめたイベントも 

あったが、参加したイベントでは移住希望者への相談を通じ、本市の魅力 

をＰＲすることで移住定住の促進に繋げることができた。 

 


